
「地域のモビリティ確保の知恵袋2017」の概要

○インバウンドがもたらす経済効果を全国に波及させるため、本書は、市町村等の交通施策担当者が、訪日外国人旅行者の誘客を支える交

通施策を計画するにあたって参考となるよう、訪日外国人旅行者の観光特性、交通特性等の分析手法、交通施策の検討方法等についてと

りまとめ。

○具体的には、訪日外国人旅行者が訪れる地域の傾向等(観光特性)、地域内外おける周遊状況やその交通手段等(交通特性)の現状を把握する

ための分析手法のほか、現状把握を踏まえ、訪日外国人旅行者を誘客するための交通ネットワークの編成や交通案内等に係る施策の検討

方法等についてとりまとめ。

策定のねらい

図1 交通特性の分析
(地域内における周遊状況と交通機関分担率)

3.訪日外国人旅行者の地方への誘客を支える

交通施策の検討
・訪日外国人旅行者の視点に立ったモデルルート

を実現する上での交通ネットワークの課題分析

方法(対象と視点)(図2)

・課題に対する交通施策(図3)
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図2 モデルルートの課題分析の対象と視点 図3 交通施策
(ネットワークの導入事例)

周遊ルート上の
課題分析の視点・
対象について解説

実際に取り組まれてい
る事例を挙げ、課題に
対して、施策立案の考

え方について解説
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資料：世界遺産「高野山・熊野」聖地巡礼バス HP
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統計データやビックデ
ータの活用による交通
特性の分析手法を解説

1.関係者間での目的・目標の共有
・観光事業者等との連携の重要性及び目的･目標の設定の考え方

2.訪日外国人旅行者の地方への誘客戦略の検討
・訪日外国人旅行者の観光特性(訪問地の傾向等)及び交通特性(周遊状況、交通手段)

等の現状を把握するための分析手法(図1)

・現状把握に基づいた、自地域の強み・弱みの分析(SWOT分析)

・SWOT分析に基づいた国籍等ターゲット設定及び周遊を促すモデルルートの検討

構成


